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卒業論文
大石 斉：モンゴルにおける地表面熱収支の年々変
動（筑波大学自然学類）
長坂英治：地下水環境に及ぼす都市化の影響一筑波
研究学園都市およびその周辺地域の場合ー（筑
波大学第一学群自然学類地球科学主専攻）
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湯本 学：栃木県那珂川支流，荒川中・下流の地形
発達（筑波大学自然学類）
丹羽尚史：筑波台地斜面末端部におけるパイプ流の
N03濃度変化について（筑波大学第一学群自
然学類）
修士論文
青木幸子：チベット高原における乱流による水・
熱・運動量輸送の時間—スケール特性の評価（長岡
技術科学大学大学院）
岡村 修：梅雨期および夏期の九J廿地方におけ
る降水日変化（筑波大学大学院博士課程地球
科学研究科）
川島早苗：根圏窒素固定微生物に影響を及ほす
イネの根から放出される有機炭素量の品種間差
（筑波大学大学院博士課程農学研究科）
斎藤健一：栃木県北部，余笹川における 1998年8
月洪水による河道形状変化（筑波大学大学院博
士課程地球科学研究科）
桜久美子：微気圧計を用いた多様地表面上の広
域顕熱フラックスの観測（筑波大学環境科学研
究科）
宮本 格：モンゴルにおける蒸発散量の季節変化と
植生及び表層土壌水分量との関係（筑波大学環
境科学研究科）
横山智子： C3/C4混生草原の季節動態に及ぼす地球
温暖化の影響について生理生態学的解析（筑波
大学）
SAKAI, Hiroaki : Ecophysiological analysis of the 
effects of increasing CO2 and temperature on 
growth characteristics of Castanopsis 
cuspidata var. sieboldii saplings. (筑波大学環
境科学研究科）
博士論文
LEE, Jae・Seok: An analysis of growth in C3 and 
C4 plant populations using newly built 
temperature gradient chamber and 
C02・temperature gradient chamber. (筑波大
学生物科学研究科）
LI, Sheng-Gong : Micrometeorological and 
ecological analyses of energy budget and CO2 
flux over a C3 and C4 co-existing grassland 
under global warming conditions. (筑波大学生
物科学研究科）
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